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減
額
判
定
の
た
め
の

所
得
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
！

　
国
民
健
康
保
険︵
国
保
︶税
は
、世
帯
主
と
国

保
加
入
者
全
員
の
前
年
中
の
合
計
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
に
、均
等
割
が
7
割
、5
割
ま
た

は
2
割
減
額
さ
れ
ま
す
。減
額
判
定
の
た
め
に

は
、所
得
の
な
い
方
や
扶
養
と
な
っ
て
い
る
方

で
あ
っ
て
も
、16
歳
以
上︵
4
月
1
日
現
在
︶の

国
保
加
入
者
全
員
の
所
得
の
申
告
が
必
要
で

す
。こ
れ
ま
で
減
額
制
度
の
該
当
世
帯
で
あ
っ

た
場
合
で
も
、世
帯
の
中
に
申
告
を
行
っ
て
い

な
い
方
が
い
る
と
、減
額
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

確
定
申
告
書
、町
民
税
･
県
民
税
申
告
書
、

給
与
や
年
金
の
支
払
報
告
書
等
で
所
得
を
確

認
で
き
な
い
未
申
告
の
方
が
い
て
、か
つ
減
額

に
該
当
す
る
見
込
み
の
あ
る
世
帯
に
は
、8
月

中
旬
に
該
当
者
宛
て
に
必
要
書
類
を
送
付
し

ま
す
の
で
、提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

税
務
課︵

内
線
1
5
4
～
1
5
6
︶

見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

埼
玉
県
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー

　

県
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
で
は
、環
境
行
政
の

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、祝
日
等
を
除
く

毎
週
火
～
金
曜
日
に
見
学
を
受
け
入
れ
て
い
ま

す
。特
に
水
曜
日
は
地
元
住
民
の
方
の
見
学
日

と
し
て
、寄
居
町
と
小
川
町
の
方
に
限
り
受
け

入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

�

毎
週
水
曜
日︵
祝
日
等
を
除
く
︶

午
前
の
部�

9
時
30
分
～
11
時
50
分

午
後
の
部�

1
時
30
分
～
4
時

�

寄
居
町
ま
た
は
小
川
町
に
在
住
の
方

�

廃
棄
物
最
終
処
分
場
や
彩
の
国
資
源
循
環
工

場
、メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
施
設
の
見
学

無
料

�

複
数
人
の
グ
ル
ー
プ︵
最
大
20
人
程
度
︶で
、

事
前
に
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
の
上
、お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。そ
の
後
、Ｅ
メ
ー
ル
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
見
学
申
込
書
を
ご
提
出
い
た

だ
き
ま
す
。

�

希
望
者
に
は
、役
場
ま
た
は
町
内
各
地
区
の

公
会
堂
か
ら
バ
ス
で
送
迎
を
行
い
ま
す
。

�

県
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
担
当

︵

5
8
1
･
4
0
7
0
、

�

5
8
1
･
4
0
4
7
、

�
k8140701@
pref.saitam
a.lg.jp︶

全
国
一
斉

｢

こ
ど
も
の
人
権
相
談｣

強
化
週
間

�

8
月
27
日
㈬
～
9
月
2
日
㈫

　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
7
時

※�

30
日
㈯
と
31
日
㈰
は
午
前
10
時
～
午
後
5
時

専
用
相
談
電
話
番
号

�

0
1
2
0
･
0
0
7
･
1
1
0

　
︵
全
国
共
通
･
無
料
︶

※�

Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。

相�

談
担
当
者
／
法
務
局
職
員
、埼
玉
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
こ
ど
も
人
権
委
員
会
委
員

�

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

�

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
︵

0
4
8
･
8
5
1
･
1
0
0
0
︶

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

全
血
献
血(

４
０
０
ml･

２
０
０
ml
︶

　
県
で
は
、医
療
に
必
要
な
全
て
の
血
液
製
剤

を
献
血
に
よ
り
確
保
す
る
体
制
を
早
期
に
確

立
す
る
た
め
、7
月
1
日
㈫
～
8
月
31
日
㈰
に
、

彩
の
国
さ
い
た
ま「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。役
場
で
の
献
血
は
8
月

14
日
㈭
に
実
施
し
ま
す
。皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

�

8
月
14
日
㈭
午
前
9
時
30
分
～
11
時
45
分
、

午
後
1
時
～
4
時

�

役
場
庁
舎
1
階
ロ
ビ
ー

�

献
血
カ
ー
ド
、初
め
て
の
方
は
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の

�

健
康
づ
く
り
課︵

内
線
2
1
4
︶

お
し
ら
せ

581･2121（代表）寄居町役場  0120･048･392寄居町防災行政無線テレホンサービス

▶町民税･県民税･森林環境税	第2期
▶国民健康保険税	 第2期

納期限 9 月 1 日㈪
納期限内の納付をお願いします。

※	地方税統一ＱＲコードが印字された納付書
は｢地方税お支払いサイト｣からも納付でき
ます。
※	バーコードが印字された納付書は､コンビ
ニエンスストアやスマートフォン決済アプ
リでも納付できます。
※	町税の納付は､安心･便利な口座振替をご
利用ください｡

税務課（ 内線151·152）

8月の納期
お
し
ら
せ

※	ＱＲコードは(株)デンソーウェーブの登録商標です｡

学びたい気持ちを応援します！ 教育支援資金貸付

　埼玉県社会福祉協議会では、学費等の捻出が困難な低所
得世帯の学生に対し、教育支援資金貸付(無利子)を実施して
います。

▶ 対象世帯／世帯の収入が一定の基準以下の世帯
※地域･家族構成等で基準が異なります。

▶ 対象となる学校と貸付金額
貸付上限額・主な用途

教育支援費(月) 就学支度費(入学時のみ)
高校 35,000円

授業料
通学定期代等

500,000円
入学金
制服代
教科書代等

短大・専門学校 60,000円
大学 65,000円

献血協力者を表彰します！

　町公衆衛生連絡協議会と町では、毎年、合同表
彰式で献血協力者を表彰しています。今年度も、次
の3つの要件に該当される方を申請により表彰しま
す。
▶ 申請締め切り／9月12日㈮まで
▶ 申請書の提出先／生活環境エコタウン課
▶ 対象／次の①〜③の要件を全て満たす方
①寄居町に住民登録がある方
②�令和7年3月31日までに献血回数が10回に達し
た方
③�今までに献血協力者として町の表彰を受けたこ
とがない方

▶ 申し込み／生活環境エコタウン課に備え付けてあ
る申請書、またはお手持ちの用紙に｢献血協力者表
彰申請書｣と書いて｢行政区名･住所･氏名(住民票
のとおり)･フリガナ･生年月日･電話番号｣を記入の
上｢献血手帳または献血カードのコピー｣を添えて
申請してください。
生活環境エコタウン課( 内線222)

利用に当たっての留意点
① 修学する本人が申込者、世帯の生計中心者が連帯
借受人となります。
② 本貸付より優先して利用いただく奨学金(他制度)
があります。
③ 受験する学校が決まっていれば、入学(合格発表)
前でも申し込みができます。
④申し込みは1年ごとです。
⑤貸付には審査があります。
▶ 返済期間／20年以内
▶ 相談･申し込み／寄居町社会福祉協議会
寄居町社会福祉協議会( 581･8523)

有害鳥獣対策には電気柵が有効です！

　農作物を有害鳥獣から守る対策として、電気柵が有効で
す。町では、電気柵･防護柵の購入費用の一部を補助する
制度(本誌4月号参照)があります。ぜひご利用ください。

効果的な設置方法
地上約30cmに通電線を
設置し、その下にプラ
スチックネットを張り巡
らせることで、より効果
的に、イノシシやアライ
グマ、ハクビシンなどの
侵入を防ぐことができ
ます。出入口を設置す
ることも可能ですので、
人が安全に農地に入る
こともできます。

産業振興企業誘致課( 内線403)

設置された電気柵

おしらせ版Information 日時 場所 対象 定員 持ち物 内容 費用 申し込み その他 問い合わせ 電話 ファクス メール


